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I . は じめに

現在 , 学力 向上 の 名 の もと に , 基礎 ･ 基本の 定着

が重視され , 少人数学習や習熟度別学習が積極的に

取り入 れ られて い るo 個 に 応じた指導と い う点か ら

見れば ,
こ の 現状は歓迎される もの で あり

,
効果を

上 げて い る実践例 も多い ｡

しか しなが ら, 基礎 ･ 基本の 定着を重視す るあま

り
,
学習内容の 理解と反復練習に 時間をか け

,
児童

の 多様な考え方や 見方を生か した 問題解決型の 授棄

を軽視する傾向が見られる ｡ 算数科 の 目標で ある,

算数的活動 の 楽 しさや数理的 な処理 の よさ に気付か

せる に は, 効率の よ い 型通 り の伝達型の授業で なく ,

新しい ことを 発見した り創り出 したり して い く創造

型の 授業 づく りを しなければ ならな い ｡
1 )

一方, 複式学級に お い て は, 少人数ゆ えに個に応

じた指導が しやす い が ,
反面, 多様な考え方が出さ

れに く い とい う問題点がある｡ また , 算数科の 内容

は系統性 を有 して い るた め, 学年 の 学習内容を入れ

替えて の指導が で き にくく ,

一

人 の 教師が 2 つ の 学

年を教える学年別指導を実施して い るの が実態 で あ

る ｡ 教師 は実 質半分 の 時間 しか 直接的 に指導を行う

こ と が で きず , そ の た め, 児童
一

人
一

人 の考えを的

確に と らえ, そ こ で 出され た考えを もと に練り上げ

る活動 がなされにく い ｡

そ こ で
, 本研究で は, 情報通信ネ ッ ト ワ ー クを活
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用 し
,
2 つ の 復式学級を ネ ッ ト ワ ー ク で 結び, こ れ

らの 問題点を解決する方策を検討し, 複式学級 の 算

数科にお ける授業改善を ｢ 協調学習｣ の立場で提案

す る ｡

2 . 情報通信ネッ トワ
ー

クを活用 した授業づくり

2 . I e ラ
ー

ニ ン ゲとい う教育スタイル
2 )

『e ラ ー ニ ソ グ自書2 0 0 3/2 00 4 年版』 で は, e ラ ー

ニ ソ グを次 の ように 定義して い る ｡ ｢ e ラ - ニ ソ グ

とは
, 情報技術に よる コ ミ ュ

ニ ケ
-

シ ョ ソ
･ ネ ッ ト

ワ
ー ク等を使 っ た主体的な学習で あるo コ ソ テ ソ ツ

は学習目的に従い 編集され , 学習者と コ ン テ ソ ツ 提

供者と の 間にイ ン タ ラ クテ ィ ブ性が確保されて い る

こ とが必要 で ある ｡ こ こ で い うイ ン タ ラ ク テ ィ ナ陸

と は
,
学習者が自ら の意志で 参加する機会が与えら

れ
,
人または コ ソ ピ ュ

ー タ か ら学習を進めて い く上

で の適切なイ ン ス トラ ク シ ョ ソが適時与え られ る こ

と をい う.｡ ｣

典型的な e ラ ー ニ ソ グと して は ,
W B T ( W e b

B a s e d T r ai n i n g) が挙げられる ｡ これは ,
イ ソ タ ー

ネ ッ トや イ ン トラ ネ ッ トを経由 し, サ ー バ に蓄積さ

れて い る静止画や動 画な どの マ ル チ メ デ ィ ア 教材 に

よ っ て , 自分の ペ ー ス で学ぶ ｢ 自己学習型シ ス テ ム ｣

で ある o W B T 以外 の e ラ ー

ニ ソ グと して は
,
テ レ

ビ電話や テ レ ビ会議 シ ス テ ム を使用 して リア ル タイ

ム に 学習する形態や ,
放送や通信衛星を使い 同時に

大人数に 対 して行う形態もあるo また , 遠隔に い る

グル ー プで ネ ッ ト上に バ
ー チ ャ ル なクラ ス を組織化

し, 受講者同士 が教え合 い 刺激 し合い なが ら学習を
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進める形態もある｡

こ の よう なネ ッ ト ワ ー ク環境を利用 した学習形態

に つ い て
, 岡本は 『 e ラ ー

ニ ン グが創る近未来教育

一最新 e ラー ニ ン グ実践事例集 - 』 の 中で , 以下 の

7 つ の タ イ プに分類 して い る ｡
3 )

①個別学習の 環境で 行わ れる基礎的な知識や ス キ

ル を獲得するた めの 学習

②個別学習の環境で 行わ れる発見的探索学習

③個別学習の環境で 行わ れる問題解決型の学習

④仮想的 な集合学習の 環境で 行われる講義

⑤少人数 グル ー プで 行わ れる協調学習

(参仮想的な協調学習

⑦協調型シ ミ ュ レー シ ョ ン形式に よる協調学習

こ れ らを学習者 の 立場 か ら考 える と ,
W B T の

｢ 個別学習｣ , テ レ ビ 会議 シ ス テ ム や衛 生通信 な ど

を使 っ た ｢ 集合学習｣ , ネ ッ ト上 に 仮想教室を組織

する ｢協調学習｣ の 3 つ の 学習形態に類 別 で きる.

ま た
,
｢ 協調学習｣ は , 参加者 が同時にネ ッ ト ワ ー

ク にア ク セ ス し, チ ャ ッ トを した りア プ リ ケー シ ョ

ソ を共有 したりする ｢ 同期型協調学習｣ と , 電子掲

示板や メ ー ル な どの 非 同期塾の コ ミ ュ
ニ ケ - シ ョ ン

ツ - ル を使 っ た ｢ 非 同期型協調学習｣ に分けられる ｡

以上 の 分預 から e ラ ー ニ ソ グに お い て , 多様な 見

方 ･ 考え方を生か した創造型 の授業づ く りに は
,
リ

ア ル タ イ ム で 参加者が交流で きる ｢ 同期型協調学習｣

と い う学習形態をとる こ と が最適 で ある ｡

2 . 2 複式授業におけるネッ トワ ー ク上の仮想教室

複式学級は , 少人数の た め 2 つ の学年が合わ さ っ

て 1 つ の 学級を編制して い る ｡ こ の ため授業場面に

お い て は
, 直接的 に指導する ( 直接指導) 学年 と間

接的 な指導 ( 間接指導) となる学年が存在する . 学

習内容 の 系統性 を重視す る算数科の 特 質か ら複式学

級の 算数授業に お い て は
,
こ の 学年別指導 ( 直間指

導) が 一

般 的で ある が様々 な授業形態が工 夫されて

い る o
4 )

複式学級 の指導に つ い て は[_【1 田
･ 平山_∫ ( 2 0 0 3) に

詳 しく , 複式授業改善の ため の 方法と し て
,
ネ ヅ 卜

ワ ー ク で 同学年同士を結び
,
擬似的な学級をネ ッ ト

ワ
ー ク上 に つ くる ことを提案 して い る o

5 )

本研究 で は
,
こ れに ｢ 同期型協調学習｣ の 視点を

加 え
,
オ ン ラ イ ン 上におけ る コ ミ ュ ニ ケ - シ ョ ソ の

在り方や多様な見方 ･ 考え方を生 か した学習方法に

つ い て
,
実践を通 して 明らか に して い きた い ｡ 以 下

にそ の モ デ ル を 図 1 に示す ｡

こ の モ デ ル で は
, ネ ッ ト ワ ーク を使 っ て 仮想教室

を つ く り
,
W 校Ⅹ学級の 担任が 6 年の授業を担当し

,

Z 校Y 学級の 担 任が 5 年の 授業 を担当する こ とに な

る ｡ Ⅹ 学級の担任は , 自学級 の 6 年児童 を直接 的に

指導し, Y 学級の 6 年児童を遠隔的に 指導す る こ と

に なる ｡ 加 えて
,
自学級の 5 年児童を間接的に指導

す る ｡ Y 学級の 担任に つ い て も同様に 5 年児童を指

導 し
,
自学級 6 年児童を間接的 に指導する ｡

こ の授業形態に お い て 】 担任は 一 方の 学年の指導

者 で あり , もう
一

方の 学年に 対 して は ,
テ ィ

ー チ ン

グ ･

ア シ ス タ ン ト ( 児童管理 , 学習活動の 補助) と

して の役割を担うこ とに なる ｡

児童の立場 で は
,

一

方 の 学年は直接的に指導を受

け
,
もう

一

方の 学年は遠隔的に 指導 ( 遠隔教育) を

受ける こ とに なる ｡ 遠隔的に指導 ･ 支援が で きな い

場合の み ,
テ ィ ー チ ン グ ･

ア シ ス タ ン ト ( 自学級の

担任) に補助 して も らう こ とに なる .

【W 校Ⅹ学級】 【Z 校 Y 学級】

図 1 協調学習におけるネ ッ トワ ー

ク上の仮想

学級モデル

2 . 3 ｢ 協調学習｣ における メ . I

/ セ ン ジ ャ ー 系ソ 7

卜の活用

メ ッ セ ン ジ ャ
ー 系 ソ フ トに は数多く の 種類 があり ,

フ リー ウ ェ ア
,
シ ェ ア ウ ェ ア を含めて様 々 なタ イプ

の もの が提供されて い る｡ そ の 多様な機能と して は
,

文字チ ャ ッ ト, 音声チ ャ ッ ト, ビ デオ チ ャ ッ ト
,
フ ァ

イ ル の転送, ア プリケ -

シ ョ ソ の 共有
,
ホ ワイ トボー

ドの 共 有, リ モ ー ト ア シ ス タ ン ス 機能,
ホー ム ペ ー

ジ作成 な どが挙げ られ る ｡ そ れぞれ の ソ フ トに よ り

有す る機能が違う の で
,

ニ ー ズに 応じてそ れぞれ の

特徴を生 か して 活用する必要 がある ｡
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学校教育で の ｢ 協調学習｣ に お い て は , 物理 的に

離れた場所を結ん で の 活用が 多く , 児童の 学習活動

の レ ベ ル で コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン を図りやす い 機能が

望まれる ｡ フ ェ イ ス ト ゥ フ ェ イ ス に近い テ レ ビ電話

槻能 ( リ ア ル タイ ム の ビ デオチ ャ ッ ト及 び音声チ ャ ッ

ト) , 文章による コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ソ を図る文字チ ャ ッ

ト
,
1 枚 の黒板 を同時に使う感覚で 文字や 図を表現

で きる ホ ワ イ ト ボー ドの 活用 の 3 点が必須 で ある c

メ ッ セ ン ジ ャ
ー 系 ソ フ ト の 性能や右す る機能の 比

較検討は い く つ か の ホ ー ム ペ ー ジ で 詳しく紹介され

て い るが
, 前述の 観点及び O S 対応か ら検討すると ,

M S N M e s s e n g e r ( M i c r o s o ft C o r p o r ati o n ) ,

Y a h o o ! メ ッ セ ン ジ ャ ー ( Y a h o o J a p a n C o r p o r a-

t i o n ) , N e t M e e ti n g ( M i c r o s o ft C () r p o r a ti o n ) な ど

が適切 で ある｡
6 ‥

.

ただ し, M S N M e s s e n g e r や Y a h o o !

メ ッ セ ン ジ ャ ー は, 使用 に 際して メ - ル ア ド レ ス の

登録やI D 等 の取得が必要 なの で
,
学校の ネ ッ ト ワ ー

ク環境 に お い て は M ic r o s o ft W i n d o w s の O S で あ

れ ば既 に イ ン ス トー ル さ れて い る N e t M e e ti n g が扱

い やす い ｡

以上 の 点か ら本研 究 で は ,
N e t M e e t i n g を使 い ,

相手校 の パ ソ コ ン の I P ア ド レ ス に電話をか ける形

式 で ネ ッ ト ワ ーク に接続し, 複式学級に おけ る ｢ 協

調学習｣ を展開する ｡

3 . 授業実践の構築

3 . 1 実践の目的

第 6 学年 ｢ 体積｣ の 学習に おい て ,
ネ ッ ト ワ ー ク

で 2 つ の 複式学級を結び ,
｢ 協調学習｣ の 立 場 で 実

践 し, 以下 の点に つ い て 考察する こ とを本実践 の 目

的とす る｡

･ 複式学級を N et M e e ti n g で つ な ぎ, そ の 楼能を活

用 した
,
多様な 見方 ･ 考え方を生かすオ ン ライ ン

上の コ ミ ュ
ニ ケー シ ョ ン の 在り方｡

･ ネ ッ ト ワ ー ク 上の 仮想教幸に おける , 体積 の 量感

を育む算数的活動 を伴う ｢ 学習課題｣ ｡

3 . 2 ｢ 同期型協調学習｣ の環境設定

N et M e e ti n g を使 っ て !
｢ 同期型協調学習｣ の ネ ッ

ト ワ ー ク環境を図 2 の ように設定する｡

X 学級の 6 年児童 は 2 人 ,
Y 学根は 4 人 で ある o

指導者はⅩ学級の担任で あり, Y 学級に つ い て はネ ッ

ト ワ ー クを通 じた指導となる ｡ Y 学級 で は ,
5 年生

を直接指導して い る Y 学級担任が, テ ィ ー チ ン グ ･

ア シ ス タ ン トと して の 役割を担うo

8 3

パ ソ コ ン は児童用 に 各 1 台 ( パ ソ コ ン A - F ) ,

Ⅹ学級 の担任用 に 1 台 ( パ ソ コ ン Ⅹ) , そ して ,
Y

学級の共 有パ ソ コ ン が 1 台 ( パ ソ コ ン Y ) の 計 8 台

を使用する ｡

ビ デ オ及び音声チ ャ ッ ト桟能は, 1 対 1 で の や り

取り しか で きない の で ,
教師用 パ ソ コ ソ Ⅹと共有パ

ソ コ ン Y をそ の楼能活用に あて テ レ ビ電話の よう に

使用する ｡ また , 全 パ ソ コ ン はオ ソ ライ ン で 結ば れ

て おり
,

ビ デオ及 び音声チ ャ ッ ト以 外の 楼能は全て

使用可能で あるo

図 2 N e t M e e ti n g を使 っ た ｢ 同期型協調学習｣

のネ ッ トワ
ー ク環境

3 . 3 オ ン ライン上の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

｢ 同期型協調学習｣ に おける コ ミ ュ ニ ケ - シ ョ ソ

揺
,
オ ン ライ ン

_
L の 使用 ソ フ ト の 棟能に 依存する こ

と になる c 本実践 で は N e t M e e ti n g の 諸株能の 活用

がそ れに 当た る｡

ネ ッ ト ワ ー ク ヒの 仮想教室の 設定に おい て , まず ,

音声 チ ャ ッ トを使用す る o ---
一

般 の電話と同様に言葉

に よる コ ミ ュ
ニ ケ - シ ョ ソ が 可能となる ｡ 次に , 文

字チ ャ ッ ト機能を紹介 し, 文字に よるリ ア ル タイ ム

な情報交換が 可能な こ とを知 らせ るo 文字チ ャ ッ ト

は ロ グと して残る の で , 意見 の 確認や学習の振り返

りに も効果がある ｡ そ の 後, 児童 の学習状況に応 じ

て
,
ビ デオ チ ャ ッ ト機能,

ホ ワ イ ト ボ ー ド機能の活

用 へ と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ソ の 幅を広げて い く ｡

ホ ワ イ トボ ー ドの 機能と して , 同
一 の ボ ー ドに誰

もが 同期的に 図 の 描画や 文字 の書き込みが で きる こ

とに 加 え
,
W e b カ メ ラ の 映像を領域指定して 取り

込める方法を伝える こと に より ,
具体的 な算数的括
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動を取り入れた使用が可能である｡ 授業で の文字チ ャ ッ

トや ホ ワイ ト ボー ドは フ 7 イ ル 保存が で きる の で ,

ポ - ト フ ォ リ オ等の 学習記録と して 用 い る こ とが で

きる ｡

また ,
ア プリ ケ - シ ョ ソ の 共 有機能を使う こ とに

より , 各自がプ レ ゼ ソ テ ー シ ョ ソ ソ フ ト で 作成 した

フ ァ イ ル を簡単 に 公開で き, 発表会形式の コ ミ ュ
ニ

ケ
-

シ ョ ソ が可能で ある .

3 . 4 算数的活動を伴う ｢ 量と測定｣ の指導
8 -

立体 の体積の 大小比較に お い て ,
そ の 活動は, 直

接比較, 間接比較
, 任意単位に よる比較 , 普遍単位

による比較と い う段階で 求める立体の 体積を調べ る

活動に より
, 体積に つ い て の 理解が深ま っ て い く ｡

立体の 大きさを比較する こ とが活動 の 目的で あるが ,

そ の 活動の 行為その も の は
,
課題となる立体 の 体積

を調べ る求積活動 で あり , 求積方法を 工夫す る こ と

が
,
こ の 単元 に おける中心的な算数的活動の ね らい

で ある ｡

加えて
, 体積を体感 し量感を養うために

,
立体を

つ く る算数的活動を取り入れる o 様 々 な大 きさや形

の 立体づ くりを通 して , 普遍単位の 何個 分と い う量

測定の 基本的な考え を体感 した り
,
お よそ の 体積を

見 当付けたりする こ と がで きる ｡
9 ‥.

以 上の 考えか ら , 本単元 を ｢ 箱の 大 きさ調べ｣ と

｢立体づ く り｣ 及び ｢ まとめ｣ の小単元で 構成する ｡

3 . 5 学習活動の概要

各時間の 学習課題
, 算数的活動 , 協調学習にお け

る N e t M e et i n g の機能活用状況に つ い て
, 以下の 蓑

に まとめ る o

表 学習課題及び N et M e eti n g 機能活用状況 一 覧

学習活動 に おける

N e t M e e ti n g 機能活用 レ ベ ル

◎ : 主と して活用

〔) : 補助的 に活用

/ゝ: ほ とん ど活用 しな い

× : 全く活用 しな い

小単 元名

く〉学習課題

☆量感を育む算数的活動

音
声
チ

ャ

ッ

ト

ビ

デ

オ

チ

ャ

ッ

ト

文

字
チ

ャ

ッ

ト

ホ

ワ

イ

ト

ボ

-

ド

1 箱 の 大 きさ調 べ ① ◎ ×
≠
◎ ×

◇比 べ 方の ア イ デ ィ ア を出 し

合お う

☆大きな箱に 入 り , そ の大 き

さを調 べ る活動

2 箱 の 大 きさ調 べ(卦 ○ ◎ ◎ ×

◇体積の 求め方を考え よう

3 箱の 大 きさ調 べ⑨ ○ ○ ◎ ×

◇デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ で 確か

めよう

4 箱の 大きさ調べ ④ ○ ○ ∠生 ◎

◇体積 の 求め方をま とめよう

☆ 1 c m
3

,
1 0 c m

3

,
1 0 0 c m

3

の 立 体

を つ く る活動

5 箱の 大 きさ調 べ(訂 (⊃ ○ △ ◎
く> い ろい ろな体積を調 べ よう

☆牛乳パ ッ ク な どの 体積を概

測する活動

6 立体づ く り(丑 ○ (⊃ △ ◎

◇1 0 0 0 c m
3

の 立体を つ く ろう

☆1 0 0 0 c m
3

の 立体を つ くる活動

7 立体づ くり② (⊃ △ . ㌔ ◎
く> 1 0 0 1 c rh

3

の 立体を つ く ろう

☆1 0 0 1 c m
3

の 立体を つ く る活動

8 立体づ く り(勤 ○ ◎ △ ◎

◇大 きな立体を つ く ろう

☆ 1 r n
3

を つ く る活動

9 立体づ く り④ ○ ∠ゝ △ ◎

◇おもしろい形の 箱の 体積を

調 べ よう

1 0 立体づ くり⑤ ○ ◎ ∠ゝ ◎

◇い ろ い ろな立体の 体積の 求

め方を考え よう

☆い ろい ろな体貰の 立体を つ

くる活動

l l まとめ① ○ △
i

∠ゝ

r

◎
く> 体積 レ ポ - 卜をか こ う

※ プ レ ゼ ソ テ - シ ョ ソ ソ フ ト

｢ は つ ぴ よ う名人｣ を使用

1 2 ま とめ② ◎ × ◎ ⊂)

◇ レポー ト発表会, テ ス ト

※ ア プ リ ケ - シ ョ ソ の 共有楼

能を活用
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4 . 授業実践の記録

授業記 録に お い て , 個別の 指導者や児童 ( 各自使

用の パ ソ コ ン を含む) を指す場合, 次の 記号を用い

る ｡ Ⅹ学級の 指導者を ⅩT
,
Ⅹ 学級の 児童を ⅩA

,

ⅩB と し
,
Y 学級の 児童を Y C

,
Y D

,
Y E

,
Y F と表

記する . また, 個 々 の 発言や会話を区別する場合は ,

記号の 前に 発言等の順序を表す数字を つ ける｡ 以下 ,

い く つ か の 授業場面を取り上げて , 実際 の 授業実践

に つ い て 述べ る ｡

4 . 1 第 1 時 ｢ 箱の大きさ調 べ仁)｣

単 元 の 導入 にお い て
,
2 人 ペ ア にな っ て

,
算数的

活動 ｢ 大きな箱の 大 きさ比 べ｣ を行 っ た ｡ 児童が中

に 入 れる大きさ の 異なる箱を 3 つ 用意 し, 目隠しし

て箱に 入 っ た児童が, そ の 箱の 大 きさに つ い て の 情

報を伝え, もう 1 人の児童 が文字チ ャ ッ トに 記入 し ,

大 きさを比 べ る課題 で ある ( 図 3 参照) 0

図 3 ｢大きな箱の大きさ比 べ｣ の様子

< 授業前半 の 文字 チ ャ ッ ト の 一

部 >

※ⅩA 児
,
Y C 児

,
Y D 児が箱の 中に 入 っ て い る｡

1 Y E > 細長い ! せま い !

2 Y F > 横 の 長さが , 体育すわ り の状態の 長さ

3 Y E > Y C 児 の 手 が 2 つ 分

4 Y E > 低 い 直方体

5 ⅩB > ボー ル ペ ソ の 3 . 8 個分の 長さ 立 方体

6 Y F > 横 - ひ じから
, 指先ま で の長さ & こぶし 1 個分

7 Y E > 高さ , 手 4 つ 分

8 Y F > 頭 が痛い ま ぁ 広 い

9 ⅩB > 体育すわ りが で きな い

1 0 Y F > ぼくの 座高より, 10 - 2 0 c m 低い !

1 1 Y E > 横が, 手3 . 2 個分く らい

8 5

1 2 Y F > 5 0 セ ン チく らい か も ? ! 体育すわり で 頭 が

痛い !

1 3 Y E > 一女子 が泣い て い るみ た い ! ! ( な格好を し

て い るとい う意味)

1 4 Y E > 縦
,
ボ ー ル 約 2 つ 横 ,

3 つ

1 5 Y F > 2 . 5 人く らい はい る ! I ; 風 呂 っ て 感じ ! I

1 6 ⅩB > 辺 の 長さが ボ ー ル ペ ソ で 縦4 . 2
, 横3 . 8

, 高

さ 4 個分の長さ 直方体 ! !

文字チ ャ ッ ト の 1 Y E , 8 Y F , 1 3 Y E で は, 児童が

箱に入 っ て の 体の 感 じを表して い る o 2 Y F , 3 Y E ,

6 Y F な どは , 体の 一 部や 格好を基準に して 立体 の

辺の長さを表現して い る. また, 5 X B , 1 6 ⅩB はボー

ル ペ ソ の 長さの い く つ 分で 縦 ･ 横 ･ 高さを測 り数値

化して い る . 1 4 Y E で は ,
ボ ー ル を体積の任意単位

と して 用 い る考え方が見 られ る｡

箱の 大きさに つ い て 体感 した後, 操作しやす い 小

さな 2 つ の 立体 ( 3 c m X 3 c m X 3 c m の 立方体と 4 c m

x 3 c m X 2 c m の 直方体) の大きさ比 べ の活動に移行

した ｡

< 授業後半 の 文字チ ャ ッ ト の
一 部 >

1 7ⅩT > そ ちらと こ ちらの 箱 の 大きさ比 べ を します ｡

1 8 ⅩT > まず
,
どうやれ ば い い の か の ア イ デ ィ ア を

教えて ください

1 9ⅩA > 定規で 測 る

2 0Ⅹ B > Ⅹ 学級は Ⅹ学級 の ′J ＼さ な箱を測 っ て ,
Y 学

級は Y 学級の 小さ な箱を測 っ て 送 る

21 Y C > 箱 の 縦 ･ 横 ･ 高さを測る

2 2 Y E > 縦と横と高さを測る

2 3 Y F > 縦 の長さを横の 長さと高さを測 る

2 4ⅩT > 具体的で すね

2 5ⅩT > 今ま で にい く つ の 意見がで ま したか ?

2 6 Y E > 分か らない よ

2 7 ⅩT > 何種額で す か ?

2 8 Y D > 2 種類

2 9 Y C > 箱の 中に も の を入 れ る

3 0 ⅩB > 水を 入れたら ? ?

3 1 ⅩE > 秒を 入 れたら

3 2 Y C > 積み木な ど

3 3 Y E > い い ね

3 4 ⅩB > 積み木 で どうする の ? ?

3 5 Y C > 箱 の 中に 入れる

3 6 ⅩB > 箱の 中に入れて どうする の ? ?

3 7 Y D > 積み木を箱の 中に 入れる

3 8 Y C > どれ だシナ入 るか

3 9 ⅩT > 自分の 意見や 友達の 意見をノ ー トにまと め

て くださ い ｡
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こ こ で は
, 前半 の ｢ 大 きな箱の 大きさ比 べ｣ の 活

動 が生かされ
, 辺 の 長さを測定する考えと任意単位

の い く つ 分で 測 る考えが 出され て い る ｡

3 2 Y C か ら3 8 Y C の チ ャ ッ ト で は
,
つ なが り の あ

る意見交換がなされて い る｡ 3 2 Y C の ｢ 積み木な ど｣

と い う意見に 対し て
,
3 3 Y E が賛同 を示 し, 3 4 Ⅹ B

が質問 し, それ を受けて 3 5 Y C だ け で なく3 7 Y D も

答えて い る ｡ さ らに
,
3 6 ⅩB がそ の 方法に つ い て 詳

しく 問い
,
3 8 Y C が返 答 して い る o 6 人中 4 人が

,

こ の部分の チ ャ ッ ト に 参加 して お り, 離れて い るⅩ

学級と Y 学級 の 間で も, 十 分に意見交換がなされ て

い る ( 図 4 参照) ｡

図 4 文字チ ャ ッ トの様子 ( X 学級)

4 . 2 第 2 時 ｢ 箱の大きさ調 べ(彰｣

第 1 時に 引き続き, 箱 の 大きさ比 べ の ア イ ディ ア

を文字チ ャ ッ トで話 し合 っ た後,
互 い の立 体を見せ

合 う こ とに な り
,
ビ デ オ チ ャ ッ トを開始 した ( 図 5

参照) 0

< ビ デオ チ ャ ッ ト開始後の文 字チ ャ ッ ト の 一 部 >

1 Y F > こ っ ちは直方体

2ⅩB > 私た ちの は立 方体 しかもオ レ ン ジ

3 Y F > サ イ ズ を送 れば ?

4 ⅩB > カ メ ラに箱が近ければ大きく見えるけど遠け

れ ば小さ い ! I

5 ⅩB > だからびみ ょ -

6 Y E > 親指と大きさ比 べ

7 ⅩA > 定 規 で 長 さを測 る

8 ⅩB > 長さを測 っ て も意味がな い ｡ 体積とは違うか

ら

9 Y D > 縦 4 c m 横 3 c m 高さ 2 c m

l O Y F > 長 さを測 っ て 公式に 当て はめる

1 1 Y C > 長さ を測 っ て 公式 をす る

1 2 ⅩB > 長さを測 っ て 長く て も体積は小 さ い と きも

ある よ ! I

1 3 ⅩT > Y D さん あ りが とう ｡ そ ち ら の 数値が分か

りま したね ｡

1 4 ⅩA > こ っ ちは縦 3 c m 横 3 c m 高さ 3 c m

1 5 Y F > こ っ ち の 方が小さい

1 6 ⅩB > 体桔 で 求める とⅩ 学級は2 7 セ ン チ ,
Y 学級

は2 4 セ ン チだ よ

1 7ⅩB > こ っ ち の方が大き い

1 8 Y D > 大きさがそ っ ち の 方が大きい

1 9 ⅩB > い え - い ! I

2 0 Y E > 綻 か ける横か ける高さ

2 1 ⅩT > どう い う計算して い る の ?

2 2 ⅩT > 公式はだれが か きま したか ?

2 3 ⅩB > 縦か ける横か ける高さ で もとめられる よ ! ≡

2 4 Y F > Y E ち ゃ ん が苦い た よ

2 5 ⅩA > 縦 × 横 × 高さ - 体積

2 6 ⅩT > ⅩB さん の 書い て く れた の が公式で す か ?

2 7 ⅩT > ⅩA さ ん あ りが とう

2 8 ⅩT > どう して ,
こ の 公式で 求められる の で す か?

2 9 ⅩB > どう して も

3 0 ⅩT > どう して もで は
,
納得で きません o

3 1 ⅩA > 教科書に 書い て あ っ た

3 2 ⅩT > 教科書が絶対正 しい の で すか ?

3 3 ⅩA > は い

3 4 ⅩT > そ うか な あ ?

3 5 Y E > 分か らない

3 6 ⅩB > 綻 × 横 で 面積が求ま りそれ に厚さの 分を ×

か ら で す

3 7 ⅩT > か りに正 しい と して も, そ れを確かめ る方

法 はな い だ ろう か ?

3 8 ⅩB > 水 で ! I

3 9 Y D > 積み 木

4 0 ⅩT > た て × 横 - 面積と い う の は , 習 っ た こ と だ

か ら使 っ て も い い よね ｡

4 1 X B > や っ た -

4 2 Y C > 縦 × 横 で 表面 の 面積を 出 して そ こ に 高さ で

積ん で ある厚さをかける

4 3 ⅩA > 黒板があれば説明で きる

4 4 ⅩB > Ⅹ学級と Y 学級は遠い よ !

4 5 Y F > 紙 にか い て 映せ ば ?

4 6 ⅩT > なるほ ど黒板 は い い 考えだね ｡

4 7 Y D > 白板が ある

4 8 Y C > カ メ ラ で 映す

4 9 ⅩT > い ろ い ろな考えが で ま した ｡ 自分の 考え を

ノ ー ト に ま と め て
, お互 い に 意見交換 しま
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し ょう ｡

図 5 ビデオチ ャ ッ トの画像

ビ デ オ チ ャ ッ ト に より , 互 い の 立体を認 識した児

童 は
,
それぞれ の 立体 の体積を調 べ るため の 方法に

つ い て 意見交換を して い る o 4 X B や6 Y E の 意見は ,

カ メ ラ映像の 特性 に触れ ,
--一

一

般化された単位で 測 る

こ と の 必要性 を誘発して い る ｡ 話 し合い によ り, 休

講の公式が出されて きたが, 教師はそれ で納得せず ,

児童 の 考え方を深める働きか け ( 2 8 ⅩT - 4 0 ⅩT ) を

して い る｡ ま た, より分か りやす い情報交換の方法

に つ い て の 意見も出され
,
ビ デオチ ャ ッ ト の 効果的

な活用 (4 5 Y F , 4 8 Y C) や ホ ワ イ トボ ー ドの 必要性

( 4 3 ⅩA
,
4 7 Y D ) も垣間見られ る｡

4 . 3 第 3 時 ｢箱の大きさ調べ ⑨｣

第 2 時 でま とめた ノ ー トを ビ デオ チ ャ ッ トに映し,

音声チ ャ ッ トや文字チ ャ ッ ト で 説明 しながら , 求積

方法に つ い て 自分の意見を発表した ( 図 6 参照) o

図6 ビデオ ･ 音声チ ャ ッ トによる発表 ( Y 学級)

文字 チ ャ ッ ト で の 話 し合 い で , 児童 の 考え は ,

8 7

｢ まず縦 × 横 で面積を求めて 次に 高さ の 分を × 高さ

で 求める と体積が で る｣ とい う考え方と ｢ 面積に 1

c m の 厚さが あると考えて ,
そ れが高さ分宿み重な っ

て い る｣ とい う考え方の 2 つ に分類された が, 互 い

の 考え方をよく理解で きな い 児童も い た ｡ そ こ で ,

イ ン タ
ー

ネ ッ ト で 検索 した U R L を文字チ ャ ッ ト で

送 り, 2 種類の デ ジタ ル コ ソ テ ソ ツ を提示 した ( 図

7 - 1 ,
7 - 2 参照) o

1 0) , l l)

図ト 1 動的なコンテンツ 囲ト 2 操作可能なコンテンツ

授業後の 感想で は ,
｢ 自分の 考えが ホ

ー ム ペ ー ジ

で 正 しい こ とが証 明され て よか っ た ｡ ｣ , ｢ ⅩT 先 生

が用意 して い て くれたイ ン タ - ネ ッ ト の お か げ で ,

ⅩA さ ん のイ メ - ジと私た ちのイ メ ー ジがよく分か っ

た ｡ ｣ と記述され て い る ように , 動き の ある コ ソ テ

ン ツ や操作可能な コ ソ テ ソ ツ は児童の 考えをイ メ -

ジ化するの に有効で ある ｡

4 . 4 第 4 時 ｢ 箱の大きさ調 べ ④｣

体積調 べ のま とめと して , 今ま で の 学習を振り返

り
,
ノ ー トにか か れた考えと前時で の デ ジ タ ル コ ン

テ ン ツ の 関係を見直し, ホ ワイ トボ
ー ドに まとめた

( 図 8 参照) 0

図8 発表ノ ー トとデジタルコ ン テン ツの関係

をまとめた ホワイトボ
ー ド
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ⅩA 児 の体積の 底面に 1 c m の 厚み がある と い う考

え方とデ ジ タ ル コ ン テ ン ツ で の 操作をもとに
, 縦 ×

横で求められる数値は底の 部分の 体積で , 普遍単位

1 c m
3

cf) 数を表す こ とに年り, それが高さ分積み上が っ

て い る こ とを理解した｡ また
, もう

一

方 の 薄い 紙の

よう な底面積が高さ分積み上 が っ て い る ( 底面積 ×

高さ) と い う考えと比較し, どちらの 考えも ｢ 綻 ×

横 × 高さ｣ の 公式と なる こと をおさえた ｡ そ の 後,

1 c m
3

,
1 0 c m

3

,
1 0 0 c Ⅱf の 立体を 1 c m

3

の 立 方体 で つ く り

量 感を養 っ た ｡

4 . 5 第 6 時 ｢ 立体づくり①｣

小単元 の 導入 で は, ｢ 箱 の 大きさ調 べ④｣ で つく っ

た 1 c m
3

,
1 0 c m

3

,
1 0 0 c m

3

の 立体を ホ ワ イ ト ボ ー ド上 で

確認 ( 図 9 参照) した後 ,
工 作用紙 で 算数的活動

｢ 1 0 0 0 c m
3

の 立体づ く り｣ を行 っ た ｡ 児童は
,
い ろ い

ろな立体を作成し, 提示方法を工夫 ( 積み木を 中に

入れるように考えた り展開図で 示 したり) しなが ら ,

ホ ワイ トボ
ー ドにそ の 映像を取り込ん だo そ して ,

それぞれ の 図形が どの ような式で 求められるかを全

員で 検討 し
,
自分の 疑問や 意見を ホ ワイ ト ボー ドに

書き加 えて い っ た ｡ 文字チ ャ ッ トと違い , 個 々 の 考

え の 表出 に順序性が ない の で ,
1 杖 の ホ ワ イ トボー

ドで
,
い く つ も の や り取りが 同 時に なさ れ て い た

( 図1 0 , 1 1 参照) ｡ こ の 意見交換 を通 して 同 じ1 0 0 0

c m
3

で も い ろい ろな形 ( 立方体や直方体) がある こ と

が分か り , 多様に 考える よさを感得して い た｡

図 9 ｢ 立体づくり①｣ 導入場面のホ ワイトボ ー ド

図10 1000 c m
3
の 立体に説明を加えたホ ワイト

ボ ー ドその 1 ( X 学級)

図11 1 000 c m
3

の立体に説明を加えたホ ワイト

ボ ー ドその 2 ( Y 学級)

4 .6 第 7 時 ｢ 立体づくり②｣

1 0 0 1 c m
3

の 立体づく り で は , 自分 の 考えた1 0 0 1 cln
3

を

ホ ワ イ ト ボ- ドに描き
,
縦 ･ 横 ･ 高さの 内 1 つ の数

値を提示 し
,
他 の 2 つ の 数値を立体 の 形か ら当て る

と い うク イ ズ形式で 学 習を進め た ｡ 4 名 の 児童 は
,

1 0 0 0 c m
3

K 1 c m
3

を付け足 した立体を考え たが ,
ⅩA 児

は 1 c m x l c m x l O OI c m の 直方体を考え ,
Y D 児は 1

c m x 7 c m X 1 4 3 c m の 直方体を考えた ｡ さらに教師は
,

横 7 c m の 直方体 を提示 し, 縦と高さ を求め させ た

( 図1 2 参照) ｡ こ れら の 発想に 対 し
, 授業後 の 感想

に ｢ ⅩA 児と Y D 児 の はす ごか っ た ｡ よく あん な の

考え つ い たと思 っ た ｡ ぼく は遠く足下 に もお よばな

い ｡ ｣ , ｢1 0 01 c m
3

の い ろい ろな立体があ っ て ビ ッ クリ

した ｡ Y D 児と先生 の と び出な い 立体が あるなん て
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天 才 ? と思 っ た ｡ ｣ と書か れ て あるよ うに , そ の ア

イディ ア の 素晴らしさに 共感する姿が見られた ｡

図1 2 ｢ 横 7 c m で1 001 c m
3

となる直方体は ? ｣

に対する意見交換

4 . 7 第 9 時 ｢ 立体づくり④｣

Y D 児が つ く っ た ｢ おも しろい 形の 箱 の体積 ( 直

方体を組み 合わせ た立体)｣ の 問題を紹介 し, 幾通

りもの 解き方を考え させ た｡ ホ ワ イ トボ ー ドを ｢ 非

同期｣ の状態に し, 各自が別 々 の ペ ー ジを使 っ て 自

力解決した ( 図1 3 参照) ｡ そ の 後 ｢ 同期｣ の 状態戻

し
, 順 に 各自の 方法を見合い ,

い ろ い ろな方法で 解

ける こ とを確認した ｡

図13 ホ ワイトボ
ー ドでの 自力解決

8 9

4 . 8 第1 0 時 ｢立体づくり⑤｣

今ま で の学習内容をもと に ,
オ リ ジ ナ ル 教具 ｢ 立

体くん｣ を使い 大 きな立体を つ く っ た ｡ ｢ 立体く ん｣

は頂点と なるリ ン グ 8 個と面を表す ゴ ム 6 本 で で き

て お り
,
自由に辺 の 長さを調整 し様 々 な立体を つ く

る こ と がで きる｡ 児童は立体 の 構成要素を工 夫 しな

がら様々 な立体を つ く り, 他方の 学級 - の 問題と し

た ｡ 操作活動を通して グ ル ー プで 話し合い ,
Ⅹ学級

は 1 m X l m X 2 m の 直方体を つ くり ,
Y 学級は底

辺 1 m
,
高さ 1 m , 幅 3 m の 三 角柱を つ く り問題と

した ( 図1 4 , 1 5 参照) ｡ そ して , 辺 の 長さや面の 形

などの構成 要素を ヒ ン トに しなが ら, 相手 が どん な

立体を つ く っ たか 明らか に して い っ た ｡ こ の 算数的

活動に より , 体積の 量感を養うとと もに, 構成要素

による立体 の 変化を体感す る こ とが で きた ｡

図1 4 立体くんによる大きな体積づくり ( X 学級)

図15 立体くんによる大きな体積づくり ( Y 学級)
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4 . 9 第1 1 , 1 2 時 ｢ まとめ① , ④｣

単元 の まとめに
,
プ レ ゼ ン テ -

シ ョ ソ ソ フ ト ｢ は っ

ぴ ょ う名人｣ を使い ｢ 体積 レ ポ ー ト｣ を作成 した ｡

デ ジ タ ル カ メ ラで 撮 っ た写真や ホ ワ イ トボー ドで 描

い た図形を取り込 みなが らまとめた ｡ 児童が設 定し

たテ ー マ は ｢ 体積や面積の単位調 べ｣ , ｢ 体積調 べ -

公式まで の道の り - ｣ , ｢ い ろ い ろな立体を調べ よう｣ ,

｢ 大きな体積調 べ｣ , ｢ 体積問題集｣ , ｢ 体積豆知 識｣

で あり
,
個 々 の 興味 ･ 関心に 応 じて まとめる こ とが

で き , 今ま で学習をさらに発展させた内容も盛り込

む こ とが で きた ｡ 完成した プ レ ゼ ソ テ ー シ ョ ソ ( 図

16 参照) の 発表会をア プリケ - シ ョ ソ共有楼能を使 っ

て行い , 文字チ ャ ッ ト で感想を述 べ 合 っ た ｡

図16 ｢ 体積 レポ ー ト｣ の 一 部

5 . 考察

N e t M e e t i n g を活用 した ｢ 協調学習｣ の 立場で
,

ネ ッ ト ワ ー ク で 結んだ教室における学習効果に つ い

て 以下 に述べ る ｡

5 . 1 N e t M e e ti n g の諸機能の活用状況及びコ ミ ュ

ニ ケ
ー

シ ョ ン方法の変化

学習活動の 概要に示 した ように
,
N e t M e e ti n g の

楼能活用 レ ベ ル は , 学習が進むに 従い , 量的にも質

的に も変化して い る ｡

音声チ ャ ッ トは
,

一

貫 して ,

コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ソ

を図る上 で 必 要とされ て い る ｡

ビ デオ チ ャ ッ ト機能につ い て は , 単元 の 導入 段階

で は児童に伏せ て お き, 情報取得の 欲求 ( 互 い の 立

体が どの ようなもの で あるか) に応じて ビ デオ チ ャ ッ

ト楼能がある こ と を知らせ た ( 第 2 時) o 相 手に 理

解 しやすく伝えると い う点で
,
比較対象物を

一

緒 に

写 したり箱を立体的に 見 せる ように 見取り 図の視点

か らとらえた りす る 工夫が見られ た ｡ また , 情報交

換に必 要な映像は ホ ワ イ トボ ー ドに取り込み活用 し

て い た ｡

文字チ ャ ッ トは, ロ グか らもわ か るよう に互 い の

意見を交換する上 で 大 変有効で あ っ たが
,
次第に ホ

ワ イ トボ ー ド で の や り取りが多く な っ て い っ た ｡ こ

れ は, 本単元が立体図形の ｢ 量と測定｣ 領域と い う

こ とか ら
,
図に表して 式や説 明と対応付ける必要が

あり
, 音声チ ャ ッ ト に比 べ , より効果的な コ ミ ュ ニ

ケー シ ョ ソ をとる こ と が で きたため で ある｡ ホ ワイ

ト ボー ドの 活用 で は , 図や文字に よる自分 の 考えの

表示 , 価 - の 質問及び質問に対する返 答
,
意見の 関

係付けや答 えの 丸付け など
,
児童は巧み にそ の 機能

を活用 し意見の 交流を して い た ( 第 6 時な ど) ｡ さ

らに
,
個 別作業の 時は ｢ 非 同期｣ , 意見交換 の とき

は ｢ 同期｣ と使い 分ける こ と に より
, 学習状況に 応

じた適切な使い 分けが で きて い た ( 第 7 時な ど) ｡

文字チ ャ ッ トや ホ ワ イ トボ ー ドの使 い 方は, 回数

を重ね る毎に上 手にな っ て きて い るが , 文字入力や

図形描画な ど, コ ン ピ ュ ー タ リテ ラ シ ー の 習熟に よ

ると こ ろが大 きい こ とも伺える o 自己 の 考え を適時

的確に表現する には
,
ある程度の リテ ラ シ ーが必要

と され る と こ ろで ある｡

ま た
, 単元 の まと め の段 階で

,
ア プ リケ ー シ ョ ソ

共有機能を用い て
,
体積 レ ポー トの 発表会を行 っ た ｡

プ レ ゼ ソ テ ー

シ ョ ン 用 ソ フ ト ｢ は っ ぴ ょ う名人｣ で

作成 した フ ァ イ ル を共有化す る こ と で , 作成 した レ

ポ ー

トを各自の パ ソ コ ン で 視聴する こ とが で きる ｡

文字チ ャ ッ ト で レ ポ ー ト に対する コ メ ン トを書き込

衣
,
それを コ ピ ー & ペ ー ス ト で レ ポー トに取り込む

こと で , 他か らの 評価を含ん だより良い レ ポー トを

作成する こ と がで きた ｡

コ ミ ュ ニ ケ - シ ョ ゾを図る上 で
,
自分の 考え の適

切 な表現方法を児童 自らが 判断 し的確に 使える ツ ー

ル と して , N e t M e e t i n g の 諸機能は大変有効 で ある ｡

5 . 2 多様な見方 ･ 考え方の共有
一

人に 1 台 の パ ソ コ ン環境の設定に より, 文字チ ャ ッ
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卜や ホ ワ イ ト ボー ドの 活用 に お い て 個別 に作業が で

きるため
, 自己の 疑問や意見を表出 しやす い ｡ ま≡た ,

パ ソ コ ン に 向か っ て の 自己表 現は ,
一般 の 授業に お

ける発 言と違 い その 場の雰囲気や他の 意見に 左右さ

れ にくく
,
自己 の 主張を しやす い と い う 点で

,
主体

的な学習が促されて い る｡

例 えば
, 教師の 質問 に対 して ,

一般 の授業 で は ,

誰か が意見を い うと ,
同意見 の 場合はそ の 意見 で 代

表されて しま い が ちで あるが ,
こ の 点, 文字チ ャ ッ

ト で は
, 同 じよう な意見 で あ っ て も全 員の 考え の 表

出を保障で き , か つ , そ れぞれ意見 の微妙な表現の

違い を見取る こ と がで きた ｡

ま た
,
ホ ワ イ トボ ー ド - の か き込み に よる意見交

疏 で は
,
自分の 問題意識に 応じて 他と交流する こ と

が可 能で ある .
一

般 の授業で は話 し合い の 話題カミー
ー

つ に絞られ 単線型に なりがちで あるが ,
ホ ワイ トボー

ド の活用 で は, 同時に い く つ か の 内容に つ い て や り

取りが で きると い う点 で 授業展 開が複線型に なり,

児 童 の 興味 ･ 関,L に 応じた追求がなされて い た ｡

こ の よう な自分 の 考えを表現 しやす い 環境にお い

て は主体的な意 見交換が促され
,
多様な 見方や考え

方を受け入れる素地 が育成されやすい と考えられる｡

実際に , 体積 の 公式を 導く ま で の 課程や1 0 0 0 c rri
3

,

1 0 0 1 c m
3

の 立体づく り の 場面で は, 少人数なが らも多

様な考えが 出され ,
それ らを練り合い なが ら, 問題

を解決して い く姿が 見られた ｡

以上 の 点か ら, 離れた学級をネ ッ ト ワ ーク で 結ぶ

｢ 同期型協調学習｣ は ,
複式学級な どの 少人数 の学

級に お い て
,
多様な 見方 ･ 考え方を育む上 で , 適切

な学習環境で あると判断で きる ｡

5 . 3 算数的活動の保障

ネ ッ ト ワ ーク 上の 仮想教室と い う設定 で あ っ て も ,

児童の 算数的活動は ,
バ ーチ ャ ル な もの で あ っ て は

ならな い ｡ ｢ 量 と測定｣ 領域は体感 して こ そ 算数的

活動 で あり
,
ネ ッ ト上 で 立体の 形やそ の 量感を い か

に他に伝えるか と い う観点で 表現の 工夫 がなされて

い た ｡ 本 実践 で は
,
｢ 箱 の 中に 人 っ て の 箱 の 大 きさ

調 べ｣ ( 第 1 時) , ｢ 立体くん に よる大 きな立体づ く

り｣ ( 第1 0 時) な ど, 体全体を使 っ て の ダイ ナ ミ ッ

ク な算数的活動を取り入 れる こ と に より, 児童の 思

考に刺激を与え, 課題解決に 当た っ て様々 な数学的

考え方が導き 出され た ｡

5 .4 自力解決における支援

第 9 時の 学習課題 ｢ おも しろい 形 の 箱 の 体積を調

9 1

べ よう｣ に お い て ,
W eb カ メ ラ を用 い て ホ ワ イ ト

求 - ドに Y D 児 の ノ ー トを取り込 み ,
各 ペ ー ジに 同

じ問題を提示 し, 1 ペ ー ジ 目は A 児
,
2 ペ ー ジ 目は

B 児
,
3 ペ ー ジ 目は C 児とい う ように個々 に 1 ペ

ー

ジず つ の 作業 ス ペ ー ス を与え自力解決に取り組.ま せ

た ｡ そ の 際,
｢ 非同期｣ の 状態にす る こと で ペ

ー ジ

毎 の 作業は他に影響される こ となく進める こと がで

きた ｡ また ,
｢ 非 同期｣ の 状態 で も 各 ペ ー ジを モ ニ

タ ーする こ とがで きるの で , 指導者は個 々 の 作業状

況を見 なが ら, 適時, 支援 ( 音声チ ャ ッ ト に よる助

言
,
ホ ワ イ トボ ー ド - の か き込 み) する こ とがで き

た ｡

自力解決がなされた後,
ホ ワ イ トボー ド の 状態を

｢ 同期｣ に戻 し, 各 々 の 解決方法を音声チ ャ ッ トと

ホ ワ イ トボー ドを用 い て 発表 し合い 検討す る こ とが

で きた .｡ こ の ように ,
ネ ッ ト ワ - ク上 の 自力解決の

場 で も, 通 常の学級に おけ る机問指導と 同じように

個に対 す る指導 ･ 助言 が で き, ｢ 協調 学習｣ に お い

て も
,
｢ 個別学習｣ を取り入 れる こ とが で きる｡

5 . 5 デジタルコ ン テ ン ツの利用

体積の 公 式を導く過程に お い て , 児童か ら出され

た数学的な考え方と似て い るデ ジ タ ル コ ン テ ン ツ を

イ ン ターネ ッ トから探し出すことが できたo 文字チ ャ ッ

ト の 状態で ,
デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ の U R L を送信 す

る こ とが で きる の で , 個々 の パ ソ コ ン で そ れを 見る

こ とが で きる ｡ 体積の 求后に か か わる動 的な映像や

コ ン テ ン ツ 上 で の 操作活動に より , 自分たちの 数学

的な考え方を共通理解する ことがで きた｡ 他に も様々

な コ ン テ ン ツ が幅広く提供されて い る の で , 児童の

考えの イ メ ー ジ化や概念形成を図る場面にお い て 有

効に活用 して い きた い ｡

6 . おわりに

情報社会の 進展とともに , 情報通信 ネ ッ ト ワ - ク

を活用 した学習活動 は , 今後ますます様々 な形で 提

案され て くる で あろう ｡ 本研究 で は, 複式学級を結

ん で 実践に 取り組ん だが ,
ネ ッ ト ワ ー ク上 の 教室運

営を担当する教師が いれ ば, いく つ もの 学校を結び ,

最小限 の 指導者 で学習を進め て い く こ とが可能とな

る ｡ また , 大学な どの 研究機関や公 共施設を結び,

そ れぞれ の 学校や地域 の 特色を生 か した課題づ く り

や 意見交換 がなされれば ,
より多様な 見方 ･ 考え方

にふれ なが ら学びを深める こ とがで き , 創造型の授

業づ く りが なされるはずで ある｡ 今後,
こ の 点に つ
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い て さらに研 究を進めて い きた い ｡
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